
け
る
痕
跡
と
い
え
る
。

玄
室
内
に
は
土
師
器
灯
明
皿
片
の
他
、

碁
石
大
か
ら
小
指
大
の
表
面
が
平
滑
な
石

が
散
見
で
き
、
石
棺
内
に
も
確
認
で
き

る
。
石
棺
前
面
に
安
置
さ
れ
て
い
る
手
水

鉢
状
の
石
造
物
の
表
面
に
は
「
一
石
一
遍

題
目

一
万
遍

奉
法
楽

施

主

菅
検
校
家

小
倉
諸
頭
道

延
宝
七
己

未
三
月
吉
日
」
と
あ
り
、
大

正
時
代
に
発
表
さ
れ
た
梅
原
末
治
の
報
告

に
よ
れ
ば
石
棺
内
に
ま
だ
一
字
一
石
経
が

充
満
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
石
棺
を
含
む
玄
室
全
体
が
江
戸
時

代
に
は
一
字
一
石
経
塚
と
し
て
用
い
ら
れ

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
玄
室
内
か

ら
熈
寧
元
寶
（
一
〇
六
八
年
発
行
開
始
・

北
宋
銭
）
や
十
一
・
二
世
紀
頃
の
白
磁
片

が
出
土
し
、
開
口
時
期
特
定
の
参
考
資
料

と
い
え
る
。

な
お
、
昭
和
五
十
年
二
月
、
石
室
内
に

装
飾
が
あ
る
と
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
現
在
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。石

室
構
造
を
橘
塚
古
墳
と
比
較
し
て
み
る
と
、
橘
塚
は
羨
道
入
口
が
顕

著
に
ハ
の
字
形
に
開
き
、
主
軸
は
入
口
か
ら
玄
室
奥
壁
に
か
け
や
や
東
側

に
振
り
、
玄
室
は
前
室
の
天
井
の
高
さ
に
比
べ
若
干
高
く
、
側
壁
は
三
段

積
み
で
玄
室
平
面
プ
ラ
ン
は
長
方
形
を
呈
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
綾
塚
古

墳
は
羨
道
入
り
口
が
若
干
ハ
の
字
形
に
開
く
程
度
で
、
主
軸
は
入
口
か
ら

玄
室
奥
壁
ま
で
直
線
的
な
形
を
呈
す
る
。
玄
室
は
前
室
の
天
井
の
高
さ
と

ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
造
ら
れ
、
側
壁
は
二
段
積
み
で
、
玄
室
平
面
プ
ラ
ン
は

ほ
ぼ
正
方
形
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
か
ら
綾
塚
古
墳
は
橘
塚
古
墳
に
後

出
し
、
そ
の
築
造
年
代
は
七
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

橘
塚
・
綾
塚
古
墳
の
横
穴
式
石
室
の
規
模
を
国
内
の
大
規
模
石
室
墳
と

比
較
し
て
み
る
と
、
表
２
―
１４
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
か
ら
橘
塚
・
綾

塚
古
墳
の
石
室
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
中
枢
の
人
々
の
墓
所
と
推
定
さ
れ
る
古

墳
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
る
事
が
分
か
る
。

以
前
は
鬱
蒼
と
し
た
森
で
あ
っ
た
墳
丘
は
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇

四
）
十
二
月
に
伐
採
を
行
っ
た
結
果
、
明
治
四
年
の
古
絵
図
に
描
か
れ
て

い
る
よ
う
に
墳
丘
の
形
が
明
確
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
往
時
を
偲

ば
せ
る
。

八

勝
山
古
墳
群

勝
山
神
社
が
位
置
す
る
丘
陵
上
に
は
低
墳
丘
の
古
墳
が
数
基
目
視
で
き

る
が
、
こ
こ
で
報
告
す
る
古
墳
群
は
そ
の
南
東
裾
に
位
置
す
る
。
神
社
鳥

表２―１４ 主要大型横穴式石室墳一覧

推定被葬者

欽明天皇・堅塩媛

蘇我馬子

小姉君（聖徳太子の祖母）、茨城・�城・
泥部穴穂部皇子（小姉君の子）

押坂彦人大兄皇子

胸形君徳善（天武天皇の妃、尼子姫の父）

石室全長（単位．m）

２８．４（国内最大）

１９．０８

１４．５

１７．２

２２（九州最大）

所在地

奈良県橿原市

奈良県明日香村

奈良県斑鳩町

奈良県広陵町

福岡県福津市

古墳名称

見瀬丸山古墳

石舞台古墳

藤ノ木古墳

牧野古墳

宮地嶽古墳
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0
1

2

10cm

居
の
す
ぐ
西
に
大
破
し
て
石
室
が
露
出
し
た
古
墳
が
一
基
あ
り
、
そ
の
東

の
住
宅
裏
手
に
三
基
の
古
墳
が
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
並
ん
で
い
る
。
古
墳
群

は
い
ず
れ
も
西
側
に
大
規
模
な
周
溝
を
掘
削
し
て
山
塊
か
ら
切
り
離
さ
れ

る
が
、
更
に
周
溝
を
利
用
し
て
深
い
排
水
溝
が
新
し
く
掘
削
さ
れ
て
い

る
。
東
か
ら
一
〜
三
号
墳
と
し
て
報
告
す
る
。
定
村
は
五
基
の
古
墳
を
報

告
す
る
が
、
現
状
で
は
四
基
が
確
認
で
き
る
。

一
号
墳

墳

丘

南
側
が
一
部
削
ら
れ
る
が
、
比
較
的
良
好
に
残
存
す

る
。
現
状
で
直
径
一
八
㍍
で
あ
る
が
、
北
か
ら
東
に
か
け
て
の
裾
部
が
削

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
若
干
大
き
く
な
る

か
も
知
れ
な
い
。
排
水
溝
の
西
側
は
地
形

が
乱
れ
る
が
、
周
溝
を
再
掘
削
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

主

体

部

羨
道
最
前
面
の
天
井
石

が
落
ち
て
、
全
体
を
図
化
で
き
な
い
が
、

全
長
が
一
一
㍍
余
り
を
測
る
複
室
構
造
の

横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
玄
室
は
中
央
付
近

で
長
さ
三
・
八
㍍
、
幅
二
・
八
㍍
、
高
さ

三
・
一
㍍
余
と
な
る
。
床
面
に
は
敷
石
と

思
わ
れ
る
数
十
�
大
の
石
材
が
散
乱
し
、

框
石
も
見
え
る
こ
と
か
ら
ほ
ぼ
床
面
が
露

出
し
て
い
る
と
し
て
よ
い
。
奥
壁
は
高
さ

二
・
五
㍍
の
巨
石
を
立
て
、
左
右
両
側
壁
は
一
・
八
〜
二
㍍
の
巨
石
二
枚

が
使
用
さ
れ
る
。
前
室
も
規
模
が
大
き
く
、
長
さ
二
・
五
㍍
、
幅
二
・
六

㍍
の
ほ
ぼ
正
方
形
と
な
り
、
高
さ
は
二
・
二
㍍
を
測
る
。
な
お
、
こ
の
石

室
で
は
目
地
に
詰
め
た
土
（
粘
土
？
）
が
部
分
的
に
残
っ
て
い
た
。

出
土
遺
物

墓
道
北
壁
で
須
恵
器
�
を
、
墳
丘
南
側
の
削
ら
れ
た
付

近
で
同
甕
を
採
集
し
た
。
�
は
小
片
、
甕
は
口
縁
部
を
肥
厚
さ
せ
て
断
面

長
方
形
と
し
、
細
部
の
作
り
は
甘
い
。

二
号
墳

墳

丘

東
側
が
土
取
り
に
よ
っ
て
大
き
く
改
変
さ
れ
る
が
、
現

状
で
南
北
長
二
〇
㍍
、
東
西
長
一
六
㍍
ほ
ど
と
な
る
。
た
だ
、
良
好
に
残

存
す
る
南
側
を
参
考
に
し
て
、
石
室
を
中
心
と
す
れ
ば
径
二
〇
㍍
に
復
元

で
き
る
。
北
西
側
の
周
溝
は
最
大
で
六
㍍
ほ
ど
の
幅
を
も
つ
よ
う
で
あ

る
。主

体

部

羨
道
部
前
面
が
全
体
に
東
へ
ず
っ
て
い
て
、
左
側
壁
が

迫
り
出
し
、
一
見
片
袖
の
三
室
構
造
に
見
え
る
。
奥
壁
腰
石
が
主
軸
に
対

し
て
斜
め
に
な
る
が
、
中
軸
線
で
測
る
と
全
長
は
九
・
八
㍍
と
な
る
。
玄

室
は
長
さ
約
三
・
二
㍍
、
幅
二
・
三
㍍
、
高
さ
二
・
七
㍍
ほ
ど
と
な
る

が
、
床
面
は
埋
没
し
て
い
る
。
腰
石
を
は
じ
め
、
使
用
さ
れ
た
石
材
は
全

体
に
一
号
墳
に
比
べ
て
小
振
り
で
、
積
み
上
げ
方
も
雑
な
印
象
を
受
け

る
。
ま
た
、
奥
壁
の
両
隅
は
石
材
を
斜
め
に
架
け
渡
し
て
い
る
。
前
室
は

長
さ
約
二
㍍
、
幅
約
一
・
九
㍍
、
高
さ
二
・
二
㍍
の
規
模
と
な
る
。
左
右

の
腰
石
は
一
号
墳
と
異
な
っ
て
二
枚
で
構
成
さ
れ
、
天
井
も
二
枚
が
架
構

図２―１４２ 勝山古墳群１号墳表採遺物実測図（１／４）
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図２―１４３ 勝山古墳群墳丘測量図（１／４００）

305



32m

31m

30m

32m

31m

30m

0 2m 

M.N.

図２―１４４ 勝山古墳群１号墳主体部実測図（１／８０）
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図２―１４５ 勝山古墳群２号墳主体部実測図（１／８０）
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図２―１４６ 勝山古墳群３号墳主体部実測図（１／８０）
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さ
れ
る
。
羨
道
部
は
比
較
的
小
型
の
石
材
を
積
み
上
げ
る
が
、
そ
の
た
め

に
大
き
く
東
へ
押
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
の
幅
は
確
認
で
き
な
い
。

三
号
墳

墳

丘

石
室
入
口
の
両
側
で
大
き
く
土
取
り
が
な
さ
れ
て
い

る
。
石
室
最
前
部
の
石
材
が
埋
も
れ
て
詳
細
を
確
認
で
き
な
い
が
、
北
西

の
墳
裾
か
ら
石
室
最
前
面
の
規
模
を
測
る
と
約
一
九
㍍
と
な
る
。
こ
れ
も

排
水
溝
北
西
側
に
最
大
幅
五
㍍
ほ
ど
の
周
溝
の
痕
跡
が
見
え
る
。

主

体

部

三
室
構
造
と
な
る
横
穴
式
石
室
で
あ
り
、
一
・
二
号
墳

と
主
軸
が
異
な
る
。
長
さ
一
二
・
三
㍍
ま
で
確
認
で
き
る
が
、
な
お
左
右

に
石
材
が
埋
没
し
て
い
る
。
玄
室
は
長
さ
三
㍍
、
幅
二
・
六
㍍
、
高
さ

二
・
九
㍍
ほ
ど
の
規
模
と
な
る
が
、
こ
れ
も
床
面
は
埋
没
し
て
い
る
。
腰

石
に
使
用
す
る
石
材
は
最
も
大
き
く
、
奥
壁
の
そ
れ
は
高
さ
が
二
・
八
㍍

を
超
え
、
両
側
壁
も
ほ
ぼ
一
枚
石
で
幅
二
・
六
〜
二
・
八
㍍
、
高
さ
二
・

四
㍍
以
上
の
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
奥
壁
と
左
右
両
側

壁
の
腰
石
の
高
さ
が
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
中
室
は
長
さ
約
二
㍍
、
幅
二

㍍
、
高
さ
二
・
二
㍍
を
測
る
。
腰
石
は
左
右
と
も
に
一
枚
で
、
そ
の
上
に

二
段
を
積
む
点
で
は
一
号
墳
に
似
る
。
前
室
は
長
さ
約
二
・
二
㍍
、
幅
は

乱
れ
る
が
二
㍍
前
後
、
高
さ
は
三
室
の
中
で
最
も
低
く
約
二
㍍
と
な
る
。

石
材
も
玄
室
、
中
室
、
前
室
の
順
に
小
型
化
し
て
い
る
。

以
上
の
三
基
は
、
石
材
の
大
き
さ
や
積
み
方
に
注
目
す
れ
ば
二
号
墳
↓

一
号
墳
↓
三
号
墳
の
順
に
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
三
号
墳
は

同
じ
理
由
か
ら
橘
塚
古
墳
と
綾
塚
古
墳
の
間
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
か
。

九

上
田
出
土
�
製
四
獣
鏡

昭
和
三
十
二
〜
三
十
三
年
（
一
九
五
七
〜
五
八
）
ご
ろ
、
大
字
上
田
大

分
八
幡
神
社
付
近
で
古
門
誠
一
ほ
か
が
ブ
ド
ウ
畑
造
成
に
際
し
て
発
見
し

た
も
の
で
、
直
径
四
㍍
、
高
さ
〇
・
七
㍍
ほ
ど
の
円
墳
か
ら
粘
土
と
と
も

に
出
土
し
た
と
伝
え
る
が
、
現
在
は
位
置
を
確
認
で
き
な
い
。

直
径
一
〇
・
一
�
、
鈕
の
部
分
の
厚
さ
〇
・
九
�
を
測
る
完
形
鏡
で
あ

る
。
無
文
の
斜
縁
、
二
条
の
鋸
歯
文
帯
、
櫛
歯
文
帯
、
そ
し
て
内
区
に
走

獣
四
頭
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
鈕
孔
は
ち
ょ
う
ど
走
獣
の
頭
部
に
開
け
ら

れ
て
い
て
、
円
座
乳
・
文
様
の
配
置
は
正
確
で
あ
る
。
走
獣
は
長
胴
で
、

首
が
後
ろ
向
き
に
長
く
立
ち
上
が
り
、
く
ち
ば
し
も
含
め
て
鳥
首
状
と
な

る
。
四
体
と
も
ほ
ぼ

同
じ
図
案
と
な
る
。

文
様
は
と
て
も
明

瞭
に
鋳
出
さ
れ
て
い

て
、
配
置
も
整
然
と

す
る
、
優
品
と
い
っ

て
も
よ
い
も
の
で
あ

る
。
遺
存
状
態
も
良

好
。古

墳
時
代
前
期
後

半
に
属
す
る
も
の
で

第４章 古 墳 時 代

写真２―２５ 上田出土�製鏡
（個人蔵）
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